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2007年- 

九州文化学園歯科衛生士学院 卒業
長崎県佐世保市内歯科医院 勤務
九州文化学園歯科衛生士学院 勤務
医療法人雄之会 つきやま歯科医院 勤務

岸本 隆明 先生 （歯科医師）
2007年
2012年 
2 013年 
2 017年
2018年

2018年-

長崎大学歯学部卒業 (DDS取得)
同大学歯周病科大学院終了(PhD取得)
岸本歯科勤務、日本歯周病学会認定医取得
インディアナ大学歯周病科大学院専門医過程を首席で卒業
米国歯周病学ボード認定専門医取得
 (Diplomate, American Board of Periodontology)
長崎大学歯学部臨床准教授

黒田 薫 先生 （歯科衛生士）

先着20名限定 会場にてセミナー受講可能！
会場：つきやま歯科医院専門医療クリニック天神 セミナールーム　福岡市中央区大名1-14-8 バルビゾン93 2F （ポール・スミス福岡店2F）
会場参加の方は、人数に応じて参加費用が発生します。お申し込みフォームよりご確認・お申込みください。

スケジュール

 

お申込み／お問合せ先

）napaJ etutitsnI htlaeH oireP（ JIHP：催 主 ■
■ 日程が変更になる場合は早めにご連絡を差し上げます。

お問合せ：PHIJ 事務局（担当：上田）
TEL：092-738-8040
FAX：092-738-8044
E-mail：phij@fukuoka-tdc.com

 

　我が国では、超高齢社会に突入しており、健康で元気に暮らせることや働くことが可能な高齢者を増やすことが地域社会として
今後より重要になってくると思われます。2014年厚生労働省委託調査「健康意識に関する調査」によると高齢者にとって健康であ
ることと幸福であることは強く関連していることが示唆されており、多くの歯が健康な状態で残存して「美味しく飲食できること」
が高齢者の幸福に繋がることもわかっています。そういう意味では我々歯科医療従事者に課せられた地域社会における役割は非常
に大きいと考えます。
　このような社会的背景やPHIJのコンセプトに沿ったパーソナライズされたテーラーメードの予防医療が増加していくにつれて、
予知性のあるインプラント治療は「美味しく飲食できること」を達成する上で今後より重要になってくることが予想されます。しかし
ながら、インプラント治療の普及に伴ってインプラント周囲炎やその他の合併症についての報告も近年増えてきています。
そこで今回の講演ではインプラント治療を終えて、インプラント周囲炎やその他合併症にならないようにするために、どのようにメ
インテナンスを行っていくかをご紹介したいと思います。

　

参加資格

受講料

参加方法

どなたでも可能。

PHIJ受講医院：8,000円／アカウント
PHIJ未受講医院：10,000円／アカウント

カメラとマイクのついた、インターネットに繋が
るPCをご準備下さい。
使い方に関しては、別途メールにて事前にお伝えします。

お申込みは、インターネットより承ります。
下記QRコードか、PHIJのHPよりアクセスしてください。

Perio Health Institute Japan 第2回フォローアッププログラム

7.16
19:00～Tue

インプラントを
長く守るための

チームアプローチ
Dr.とDHがお互いの役割を理解し、自立することで1人の患者を支える

講師

http://www.phij.net

WHITE CROSSよりLIVE配信
歯科医療従事者専用サイト


